
　

春
と
は
い
っ
て
も
朝
夕
は
ま
だ

冷
え
込
み
、
３
月
１
日
に
雪
も
降

り
ま
し
た
が
、
木
々
の
芽
吹
き
に

春
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
３
月
に
な
り
、
町
会

活
動
の
総
決
算
の
時
期
に
突
入
し

ま
し
た
。
新
旧
役
員
引
継
ぎ
、
総

会
に
向
け
大
忙
し
だ
と
思
い
ま
す
。

　

旧
役
員
の
皆
様
、
大
変
お
疲
れ

様
で
し
た
。
も
う
ひ
と
頑
張
り
で

す
。
今
後
も
庄
内
地
区
発
展
の
た

め
に
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
し
ま
す
。
新
役
員
の
皆

様
、
地
区
に
は
沢
山
の
良
き
協
力

者
が
い
る
の
で
、
相
談
し
な
が
ら

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
出
会
い
と
別
れ
の
多
い

こ
の
時
期
に
東
京
へ
行
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
不
動
産
会
社
を
訪
れ
て
い

る
親
子
連
れ
に
多
く
出
会
い
ま
し

た
。
私
も
４
年
前
、
息
子
が
東
京

の
学
校
に
入
学
が
決
ま
り
、
学
校

推
薦
の
不
動
産
会
社
へ
ア
パ
ー
ト

探
し
に
行
き
苦
労
し
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
風
景
を

見
て
私
も
町
会
活
動
足
か
け
8
年

目
に
突
入
し
ま
す
が
、
改
め
て
初

心
に
戻
っ
た
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
庄
内
地
区
の
発

展
・
自
分
達
の
町
会
の
た
め
に
頑

張
ろ
う
！
と
思
っ
た
、
１
泊
２
日

の
東
京
で
の
出
来
事
で
し
た
。（
Ｎ
）

中学校に入って
がんばりたいこと

みんなが笑顔に

未来の自分のために

初めて参加して

　僕が中学校に入ってがんばりたいこと
は、二つあります。
　一つ目は、「友達を作ること」です。なぜ
かというと、筑摩小学校からはほとんどの
人が開成中学校に行くのですが、僕は他
の中学校に行くので友達がほとんどいなく
なってしまいます。なので、まず新しい友
達を作り、一緒にたくさんの思い出を作っ
ていきたいです。
　二つ目は、「プログラミング」です。僕は
今プログラミングを父から教えてもらって
います。プログラミングとは、色々な言語
でパソコンに命令を出すものです。ゲーム
等もプログラミングで作っています。中学
生になると勉強が難しくなり部活も忙しく
なると思いますが、僕はプログラミングが
好きなので、複雑なゲーム等を作れるよう
になりたいです。
　どんな中学校生活を送ることになるか、
わくわくしています。

新中学生　富田 覚弥

　私が所属するコミュニティ推進部は、松
本市をはじめとする６市町村を中心にス
ポーツを通した様々な活動を展開しています。今年度も「スマイル
山雅」というテーマのもと、活動を通じて多くの皆様が笑顔にな
れるように、また地域の皆様の声を大切にニーズに合わせた活動
を展開し、地域が活性化するよう努めていきたいと考えています。
　このような目標を胸に充実した日々を過ごし、子どもたちに

“将来、松本山雅で働きたい！”と思ってもらえるような存在に
なれるよう頑張りたいと思います。
　今後とも、松本山雅を応援していただけたらうれしいです。
よろしくお願い致します。　　　　　㈱松本山雅　渡邉はるか

　私はまだ将来の目標が決まっていません。
しかし今、興味を持って取り組んでいること
があります。私の通っている深志高校に昨年
新しく設置された地域交流委員会での活動
です。この委員会は、近隣地域と深志高校
の間に生ずる課題の解決、地域との交流の
推進を目標としています。
　人と接することが好きだった私は、地域
の方々と関われる活動をしたいと思い、この
委員会に入りました。そして、昨年10月に２
代目の委員長を任せてもらうことになりまし
た。それは非常に嬉しく、誇り高いことでし
たが、就任後はそう上手くはいきません。
　資料整理が下手、関係者への連絡の怠り
など、様々な欠点が可視化されるようになり
ました。それは自分を絶望のどん底に落とし
ましたが、最近では、そこから這い上がるた
めの努力が自分を成長させる要因となるので
はないかと思っています。委員会活動を通し
て、社会性を培い、未来の自分に選択肢が
増えることを願います。 高校生　青栁 春佳

　松本に嫁いできてママになり、周りに知り
合いが無く不安でいっぱいでした。そんな時
福祉ひろばの存在を知り、さっそく出かけて
みることにしました。小さな子ども達が楽し
そうに遊んでいたり、保育科の学生がイクメ
ンジャーになって大盛り上がり！子ども達の
キラキラした目を見て次回も参加決定。
　何となく過ぎていってしまう毎日がもった
いないと思っていた自分と娘が楽しむ居場所
が見つけられて、誘ってくれた方に感謝して
います。 新米ママ

夢

未
来
を
担
う
若
人
た
ち
の

いろんな が始まります

へ
の
一
歩
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公
民
館
報
拡
大
版
の
お
知
ら
せ

◆
歴
史
・
沿
革

　

出
川
の
歴
史
は
遡
れ
ば
縄
文
時

代
ま
で
至
り
ま
す
。
最
近
の
道
路

工
事
の
際
に
も
土
器
な
ど
が
出
土

し
、
そ
れ
を
裏
づ
け
て
お
り
ま
す
。

　

室
町
時
代
以
降
も
小
笠
原
氏
が

館
を
構
え
た
当
時
の
小
島
村
に
接

し
、
江
戸
時
代
に
は
善
光
寺
街
道

が
通
り
松
本
城
下
へ
の
南
の
関
門

の
役
割
を
果
た
す
等
、
常
に
松
本

の
発
展
と
歩
み
を
一
つ
に
し
て
き

ま
し
た
。
特
に
近
年
の
出
川
周
辺

は
大
型
店
の
郊
外
出
店
に
伴
い
、

　

当
町
会
は
庄
内
地
区
内
の
町
会

で
も
歴
史
の
浅
い
町
会
で
す
。

◆
歴
史
的
に
は

　

筑
摩
神
社
遊
園
地
内
北
に
旧
町

名
の
名
残
り
や
歴
史
的
意
義
を
刻

ん
だ
石
柱
が
あ
る
。
こ
の
石
柱
の

中
に
「
筑
摩
東
は
昭
和
30
年
頃
神

社
東
の
地
域
に
生
ま
れ
た
」
と
あ

る
。
既
に
60
余
年
と
な
る
。

　

ま
た
、古
く
か
ら
筑
摩（
つ
か
ま
）

の
呼
称
を
受
け
継
い
で
、
多
く
の

人
が
愛
着
と
伝
統
的
風
潮
を
感
じ

て
お
り
ま
す
。

◆
地
理
的
に
は

　

町
会
誕
生
の
頃
は
大
半
が
畑
地

そ
の
中
心
域
と
し
て
変
貌
を
遂
げ

て
お
り
ま
す
。
今
後
歴
史
的
文
化

遺
産
を
維
持
保
全
し
な
が
ら
町
の

発
展
を
展
望
で
き
た
ら
と
思
い
ま

す
。

　

尚
、
我
町
会
は
昭
和
47
年
５
月

に
出
川
町
か
ら
分
区
し
、
出
川
町

第
一
町
会
と
な
り
現
在
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。

◆
地
名
の
由
来

　

幾
度
か
の
大
洪
水
に
よ
り
現
在

の
芳
川
、
出
川
、
井
川
城
、
鎌
田

方
面
へ
川
と
な
っ
て
流
れ
た
跡
が

地
下
構
造
で
解
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
出
川
に
は
大
小
の
湧
水

池
が
出
来
て
小
川
と
な
っ
て
流
れ

と
一
部
雑
木
林
で
し
た
。
現
在
で

は
こ
の
面
影
は
殆
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
町
会
の
北
に
は
薄
川
が
流
れ
、

東
に
は
林
城
址
や
千
鹿
頭
山
が
近

接
し
て
お
り
ま
す
。

き
ら
り
① 「
自
然
環
境
」

　
平
成
３
（
１
９
９
１
）
年
、
関
係

官
庁
の
ご
配
慮
で
松
商
学
園
と
自

動
車
教
習
所
間
に
見
晴
橋
が
完
成

し
ま
し
た
。
こ
の
橋
の
上
か
ら
観

る
川
の
流
れ
や
涼
風
と
四
方
の
雄

大
な
岳
々
の
眺
望
は
最
高
で
す
。

き
ら
り
② 「
花
壇
整
備
の
継
続
」

　

市
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
当
初

か
ら
賛
同
し
、
河
川
敷
内
で
活
動

し
て
き
ま
し
た
が
、
遠
く
で
よ
く

見
え
ず
“
も
っ
と
身
近
に
”
と
、

2
0
1
1
年
見
晴
橋
南
の
土
手
に

ま
し
た
。
小
川
が
無
数
に
流
れ
出

て
い
る
所
か
ら
、
出
河
川
→
出
川

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

◆
納
涼
祭

　

町
会
の
公
民
活
動
と
し
て
平
成

６
年
に
始
ま
っ
た
こ
の
祭
は
24
回

を
迎
え
、
今
年
も
盛
大
に
催
さ
れ

ま
し
た
。
年
々
参
加
者
も
増
え
当

町
会
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。
参
加
者
は
老
若
男
女
問

わ
ず
三
百
名
ほ
ど
に
な
り
町
内
の

懇
親
、
親
睦
を
深
め
、
町
内
の
絆

を
一
層
高
め
て
お
り
ま
す
。

　

祭
の
準
備
は
７
月
よ
り
始
ま

り
、
町
会
役
員
、
公
民
館
長
が
企

大
き
な
花
壇
を
三
基
、
市
担
当
課

の
支
援
を
頂
き
な
が
ら
設
置
し
、

四
季
を
通
し
て
、
通
行
す
る
皆
さ

ん
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
お

り
ま
す
。
毎
年
5
月
と
11
月
に
植

え
替
え
を
し
て
い
ま
す
。

き
ら
り
③ 「
鱒
つ
か
み
捕
り
大
会
」

　

毎
年
夏
休
み
の
時
期
に
、
小
学

生
以
下
の
子
ど
も
さ
ん
を
対
象
に

水
や
魚
と
戯
れ
、
ま
た
ス
イ
カ
割

り
な
ど
は
P
T
A
が
中
心
と
な

り
、
親
子
で
の
体
験
を
継
続
し
て

お
り
ま
す
。
実
施
場
所
は
薄
川
の

中
を
主
に
、
天
候
等
の
事
情
に
よ

り
、
あ
が
た
の
森
四
角
池
を
利
用

さ
せ
て
頂
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

き
ら
り
④ 「
お
楽
し
み
工
作
会
」

　

毎
年
12
月
20
日
前
後
に
町
会
の

出
川
町
第
一
町
会

筑
摩
東
町
会

き
ら
り
わ
が
街

き
ら
り
わ
が
街

先
輩
が
指
導
者
と
な
り
、
松
飾
り

用
の
「
し
め
縄
づ
く
り
」
を
主
体

と
す
る
藁
細
工
の
工
作
会
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
。
文
字
通
り
老
若

男
女
、
園
児
も
参
加
し
好
評
を
得

て
お
り
、
多
く
の
方
々
が
伝
統
を

引
き
継
い
で
い
ま
す
。

き
ら
り
⑤ 「
同
好
会
の
活
動
」

　

町
会
員
の
連
携
と
和
づ
く
り
を

目
的
に
、
11
の
同
好
会
が
あ
り
ま

す
。
頭
と
身
体
の
運
動
能
力
の
維

持
・
向
上
も
期
待
し
、
和
気
藹
々

の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
ん
で

お
り
ま
す
。
同
好
会
へ
の
加
入
延

べ
人
数
は

2
0
0
人

を
超
え
て

い
ま
す
。

画
し
、
８
月
の
初
め
に
町
の
諸

団
体
、
民
生
委
員
、
健
康
推
進
委

員
に
も
参
画
し
て
頂
き
、
祭
実
行

委
員
会
を
開
催
し
役
割
分
担
し
ま

す
。
開
催
日
は
毎
年
盆
明
け
の
土
、

日
を
選
択
し
、
庄
内
体
育
館
を
主

会
場
と
し
て
い
ま
す
。
広
報
は
、

七
ケ
所
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

看
板
を
掲
示
、
案
内
通
知
を
全
戸

配
布
し
ま
す
。

　

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
盆
踊

り
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
お
楽
し
み

抽
選
会
、
ス
イ
カ
を
食
べ
よ
う
、

花
火
大
会
、
ビ
ー
ル
ジ
ュ
ー
ス
大

会
な
ど
盛
り
沢
山
で
大
変
盛
り
上

が
り
ま
す
。

　

館
報
編
集
委
員
会
で
は
、
よ
り

多
く
の
皆
様
に
公
民
館
報
を
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
、
大
型
印

刷
機
を
使
い
、
館
報
を
拡
大
し
て

掲
示
し
て
お
り
ま
す
。

　

ゆ
め
ひ
ろ
ば
庄
内
１
階
の
他
、

庄
内
地
区
15
町
会
の
公
民
館
に
も

ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
公
民
館
長
を
退
任
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
連
合
会
長

時
と
併
せ
、
地
域
の
皆
様
方
に
は

温
か
い
御
支
援
を
賜
り
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
生
き
が

い
づ
く
り
、
地
域
防
災
、
包
括
ケ

ア
の
拠
点
と
し
て
公
民
館
の
重
要

性
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

庄
内
地
区
の
皆
様
の
御
協
力
に

よ
り
益
々
価
値
あ
る
公
民
館
と
な

る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
あ

げ
ま
す
。　
　
　
　
　

草
間　

秀

退
任
ご
挨
拶

　

地
域

の
動
き

を
掲
載

し
て
お

り
ま
す

の
で
、

ぜ
ひ
ご

覧
く
だ

さ
い
。

写真はゆめひろば庄内1F
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